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内 部 卓 話
「米山奨学生カウンセラーを経験して」 　　堀　川　辰　也　会員
　平成29年4月から平成30年3月まで、王珮珣さんのカウンセラーを一年間引き受けましたが、
王さんは大学院の受験のため、月1回の例会出席は何とかできましたが、夜間例会に1回出席
した以外は、他の行事に参加できず、会員の皆さんとはあまり話をする機会が少なかったのが
残念に思いました。ただ夜間例会では、女性だけのテーブルで森本会員の奥様としっかり話が
できたと喜んでいました。私も例会以外では、食事に2回ほど一緒に行っただけで、他には米山
奨学生の歓送迎会で話をしただけですが、就学していた岡山商科大学の様子や進学の相談、旅行の話等を聞かせ
てもらいました。今は、一橋大学大学院に通っておられ、各授業が英語で行われるため、とても大変だと近況を聞かせ
ていただきました。
　一方、東京スカイツリー・東京タワー・ディズニーランド等に行くなど、東京での生活をしっかり楽しんでいるようです。王
さんとは、岡山にいるときから、LINEでコミュニケーションをとっていましたが、今もラインで連絡をとり、近況と写真を送っ
ていただきました。
　この時の2690地区の米山奨学生は２０数名いましたが、進学される奨学生以外のほとんど全員が、卒業後の就職
先は日本を希望されていました。残念ながら日本での就職先が決まらず、中国へ帰られる方もいましたが、皆さん日本
に来て日本を好きになってもらえたようで、米山記念奨学会の目的である日本を知っていただき、日本と自国との懸け橋
になっていただけると思いました。歓送会の時に、他のクラブのカウンセラーの方が言われていましたが、クラブの他の
会員としっかりコミュニケーションをとってもらうため、奨学生の例会出席時は、カウンセラーは隣に座らず、他の会員の
方に座っていただいたそうです。王さんは大学院受験があったため、ロータリーの行事に参加する機会が少なかったの
ですが、今後も米山奨学生を引き受けた際は、カウンセラー以外の会員とコミュニケーションがとれるようにすべきと思い
ました。
　カウンセラーを一年間務めましたが、とても良い経験になりましたので、まだカウンセラーをされていない会員の方は、
是非引き受けてみてください。
「創立30周年記念事業について」 創立30周年記念式典実行委員長　岡本　和夫  会員
◎第１回創立30周年記念式典実行委員会議事録
日時 ２０１８年９月１０日㈪１３：３０～　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルド」
１．開　会　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　　　相原　利行
２．出席者の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　相原　利行
　岡本和夫　平松　信　  小松原隆代  堀川辰也  仲田錠二  岩本一壽  入江直人  鴨井利典　
　日笠伸之　竹本千代子  末吉賢多  　野田洋市  久松哲生  川西熊雄  岡本浩三  相原利行 （以上16名）
３．挨　拶　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
４．協議事項
⑴ 役割分担と各部会の所管事項について
・岡本実行委員長より、７つの部会の責任者、副責任者については四役で協議しその案を理事役員会に諮り決
定しているとの報告があった。
・各担当案についても、それぞれの特性に照らし合わせて四役で協議したとの説明があり、委員会に諮ったとこ
ろ、異議なく承認された。

⑵ 記念事業の選定方法について
・岡本実行委員長より、四役で打ち合わせた際、会員の方に広く意見を聞いたほうが良いとの結論となり、職業奉
仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕、その他としてアンケートを実施することとしたとの報告があった。
・出席者より、「記念講演はあった方が良い、出来れば記念講演は、ロータリークラブあるいは岡山北西ロータリー
クラブ会員だけが聞くのではなくて市民の方 に々聞いていただく方が良いと思う。一般公開した方が岡山北西ロ
ータリーがやっていることがより周知され理解されると思う。」との発言があった。
・記念事業選定のアンケートに、記念講演の講師欄を追加のうえ、締切を12月末とし、クラブフォーラムを開催する
来年2月までの集計する。

⑶ その他
・岡本実行委員長より、会場は、ホテルグランヴィア岡山を2021年4月4日、18日の2日間は仮押さえをしている。また
ガバナーの予定も押さえている。なお、ガバナー補佐の予定も確認していきたい。幸い、この4月にスケジュール
がかぶる岡山のロータリークラブの式典はないことも確認したとの報告があった。
・ソングリーダーは、木本会員に依頼して、30周年限定として既に了承を戴いている。
・次回実行委員会では、総務部会の方 に々はある程度どのような方のご出席を戴くのかリストアップの準備をお願
いしたい。友好クラブの会員の方 も々把握して戴きたい。

・記念事業とは別に、式典についてはどういう形にするのか（例えば朱雀ロータリーさんは下から上に上がって挨
拶されたが）祝宴やアトラクションの進め方、料理をどうするか、また記録、記念誌をどう創りあげるか、今から考え
て準備していく必要がある。式典のことも例えばお茶席等はどうするか、県内のクラブは前列に並んでいただくと
かのイメージして提案して貰いたい。
・岡本実行委員長より、30周年ということで、海外のクラブと友好の輪を広げたく、姉妹クラブを結び海外の仲間を
作りたいと言う願望がある。今すぐ実現することではないが、県内のクラブの海外クラブとの結びつきの状況を調
査しているところであるとの発言があり、小松原会員より、県内の17クラブの内、10クラブが海外クラブと提携を結
んでいる。姉妹と友好の違いは特になく、定義はない。資料の通り、台湾が多くほかにもアメリカ、オーストラリア、
韓国はあるが香港はない。費用の予算化はほとんどないが、岡山西南ロータリクラブだけが180万を計上してい
る。むしろ、国際奉仕の中での計上となっているとの説明があった。結論として、来年2月に開催されるクラブ
フォーラムで、会員の皆さんの意見を聞くことになった。
・今回より、記録・記念誌担当の野田・久松両会員が、議事録の作成を担当することとなった。
・次回の実行委員会までに、式典担当の鴨井会員が、記念行事の出席者案や式典のイメージを提案する。また、
実行委員会で、アンケートの結果、集計、スケジュール等を作成する。
・次回の実行委員会は、来年の1月28日に開催する。
５．閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平松　　信

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　42名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　13名
出席率　76.36％　　前々回訂正　89.09％　　　　
欠席者　福元，樋口，久松，加戸，笠原，木本，小菅，森本，西山，大畑，大饗，洲脇，坪井

ゲ　ス　ト オブザーバー　藤本 英臣  様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　10月は「経済と地域社会の発展月間」「米山月間」であります。ロータリー米山記念奨学事業とは、
全国のロータリアンからの寄付金を財源として日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援す
る国際奨学事業です。事業の使命は・・・将来、日本と世界とを結ぶ「架け橋」となって国際社会で活
躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成する事です。60年にわたって受け継がれている
事業であります。
　1952年に東京ロータリークラブが発表したのは、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する奨学事業「米
山基金」の構想であった。そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、国際親善と世界平和に寄与したいとい
う、当時のロータリアンたちの強い願いでありました。
　将来の日本の生きる道は平和しかない。その平和日本を世界に理解してもらう為にはアジアの国々から一人でも多く
の留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国
際奉仕事業ではないだろうか。
　これまで累計で1万9,197人（124ヶ国）の学生に奨学金とお世話を支援されています。
　　国際奨学金　　1番　中国（6,378人）　　2番　韓国（4,354人）　　3番　台湾（3,431人）
　これからも世界平和の為、会員皆で協力してまいりましょう。
幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 10月のロータリーレートは、1 ドル=112円です。
② 10月米山月間の資料として「豆辞典」、 ロータリーの友10月号、ガバナー月信Vol.4 、歴史同好会 
「第20回記念定例会のご案内」を配付しております。
③ 9月21日㈮開催の 「月見夜間例会」には多くの会員・ご夫人の皆様にご出席いただきありがとうご
ざいました。

④ 米山記念奨学会より、竹本会長に「米山功労者第3回マルチプル」の感謝状が届いており
ますので贈呈させていただきます。

⑤ 13時30分より、3F「エメラルドの間」において「第4回理事役員会」を開催いたしますので、
理事役員の皆様はご出席ください。

⑥ 本日18時30分より、3F 「クリスタルの間」において、「ガバナー補佐訪問クラブ協議会」を開
始いたしますので、理事役員・委員長・部会長、入会1年未満会員の皆様にはご出席よろ
しくお願いいたします。

⑦ ハイライトよねやまVol.222、岡山済生会福祉施設合同広報誌「木もれ陽」、他クラブ週報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
事務局一同 : 9月21日㈮の月見夜間例会にはお招きいただきありがとうございました。
竹本会員 : 月見夜間例会では西岡親睦委員長、藤木さん、大変お世話になりとても楽しい良い会になりました。本当

にありがとうございました。
藤本様、ようこそ岡山北西ロータリークラブ例会に、オブザーバーとして参加していただきありがとうございます。
川本洋会員、先日は大変お世話になりありがとうございました。

仲田幹事 : 月見夜間例会参加の皆様、お疲れ様でした。親睦委員会西岡様、お手伝い頂いた皆様ありがとうございました。
小松原会員 : オブザーバーでご来席の藤本英臣様、ようこそお越し下さいました。当クラブ例会をごゆっくりお楽しみ下さい。
日笠（伸）会員 : 先週の月見夜間例会では、親睦活動委員会の皆様に大変お世話になりありがとうございました。
岡本（和）会員 : 月見夜間例会では、西岡親睦活動委員長をはじめ皆さんにお世話になりました。また、思わぬ賞を二

つもいただき早速院内と自宅に掲示しました。ありがとうございました。
西岡会員 : 9月21日、月見夜間例会、出席の方ありがとうございました。藤木会員お世話になりました。
氏房会員 : 月見夜間例会、楽しい時間をありがとうございました。親睦委員会の皆様、お疲れ様でした。
鈴木会員 : 月見夜間例会お疲れ様でした。雛壇にもかかわらず遅参してしまいましたのでスマイルします。
  楠  会員 : 相原さん、この度は諸々お世話になり誠にありがとうございます。

仲田さん、鈴木さん、月見夜間例会の際は、週報用の資料回収ありがとうございました。
山下会員 : 月見夜間例会では、親睦委員の皆様お世話になりました。

野球同好会、甲子園参加出来ず申し訳ありませんでした。長良川の鵜飼いを見ながら親族会をやってい
ましたのでスマイルします。

入江会員 : 甲子園の野球大会に参加の皆様、お疲れ様でした。また、応援に駆けつけて下さった大饗会員、岡本会
員、原会員ありがとうございました。とても楽しい1日でした。山田会員、お世話になりました。

平松会員 : 優良従業員表彰のご推薦をよろしくお願い申し上げます。 
高橋会員 : 年寄り4人で一組を作り、久しぶりにロータリーのゴルフコンペに参加しました。非常に甘いハンディキャップと

ティーグラウンドに助けられて、なんとか3位入賞しましたのでスマイルします。
岡村会員 : 先日のゴルフ同好会、ローカルルールを最大限受け優勝、今後もこのパターン

で参加します。
忘れていた結婚記念日、花束有難うございました。52回目となります。

藤木会員 : 9月23日花束ありがとうございました。感謝。
ハローファクトリー : 9月3日、9月10日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。
   17件 76,470円（累計 509,142円）

誕生日ショートスピーチ 　　　　　野　田　洋　市　会員
　今月の４日に60代最後の誕生日を迎えます。また25日には結婚記念日を迎えます。
結婚記念日は忘れることが多いですが、誕生日は忘れる事がありません。何故なら、一年無事
に年を重ねた事に感謝し、また自分の人生計画においてこの一年で何が出来、何が出来ず、
この後何処へ向うのか、しばし立ち止まり見つめなおす事が出来、リセット出来るからです。
　年を取れば失うことやアウトプットだけが増える訳ではなく、しっかり勉強し色 な々事を経験しインプットを増やす
ことも出来ます。サッカーでも最近はロスタイムとは言わずアディショナルタイムと言う様に、今後も前向きに生きて行
きたいと思います。

野球同好会 野球同好会　幹事　日　笠　伸　之
第３５回 全国RC野球大会に参加して
　全国RC野球大会は、「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」と昭和５６年、阪神甲子園球場に全国の６RCが集結し
準備大会が行われ、翌年（昭和５７年）に第１回大会が開催され今年で第３５回目を迎えました。
　この度、その第３５回大会に岡山北西RC・野球同好会は初めて参加してきました。
　試合形式は当初トーナメント方式でしたが、会場費用の問題やクラブの参加費用を抑えるために、現在は出場
チームがそれぞれ１試合を行う形式に変更になっています。
　今大会の記念誌をひも解くと、過去には岡山から岡山丸の内RC、岡山旭川RC、備前RCが参加されています。
　今大会は６４クラブ（うち初参加は５クラブ）が参加し、５日間30試合が行われ、当クラブは９月17日（月・祝）の第5試
合で豊田西RCと試合を行いました。
　本大会には「前夜祭の参加をもって入場式の代わりとする」というユニークな規定があり、試合前日に行われたそ
の前夜祭に当クラブから10名が参加しました。前夜祭ではクラブ代表者によるバナー交換と、じゃけんによる先攻・後
攻を決め、その後、出場クラブは順番にステージでお国自慢をしました。ご当地の歌の披露、仮装、モノマネなど各ク
ラブが工夫を凝らし、会場は大変盛り上がりました。
　その盛り上がりのまま試合当日を迎え、いざ甲子園球場内に入るとなぜか背筋が伸びるような思いがしました。そ
れはつい先月、第１００回全国高校野球記念大会で熱戦を繰り広げていた場所だった
からかもしれません。
　ベンチに入ると緊張感は高まる一方で、ほとんど練習する時間もなくグランドに飛び出
し、礼。サイレンが鳴り、いよいよ試合が始まりました。
　対戦クラブの豊田西RCは部員数４０名弱で第２回大会にも出場した歴史あるクラブ
で、胸を借りるつもりで試合に挑みましたが、盗塁、連打と一切手を緩めてくれることなく
点を取られました。我々の見せ場はほとんどなく、山田選手のチーム初ヒットとなるセン
ターオーバーのヒット、仲田選手のレフトからホームへの好返球でのアウト、最終回の日笠
伸之選手の一矢報いるライトオーバーの２塁打などが印象に残りましたが、終わってみ
れば２－１５の惨敗でした。
　甲子園の魔物を感じることなく規定時間内（最大７５分）に試合が終わると、両クラブ
お互いの健闘を称え合って握手し、グラウンドを後にしました。
　スポーツマンシップはもちろん、試合をきっかけに対戦クラブと友好クラブを締結するな
ど、その後の親睦に発展するケースもあるようです。先人たちの野球に対する熱い想い
と、大会実現のための力添え、それに「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」の精神が脈々
と受け継がれ、多くのクラブが野球を楽しみ交流している。今後もこうした交流で、当クラ
ブ内、そしてクラブ間で様 な々活動に広がる可能性を感じた大会でした。
この度、当クラブ・野球同好会が全国大会に参加するにあたり、応援を含め多くの方々
から協賛していただきましたことに感謝申し上げます。
　前夜祭、ロッカールーム、室内ブルペン、無人のアルプススタンド、土の感触、匂い、サイ
レン、アナウンス、お風呂など生涯忘れることができません。
　これからも野球同好会一同は、当クラブの発展のために野球を通じて貢献してまいり
ます。

10 月お祝い行事
　

　

10月15日
外部卓話
「新たな時代に向けた
  岡山市のまちづくり：

展望と課題」
岡山大学大学院
環境生命科学研究科 

教授　阿部  宏史 様

10月22日
「ガバナー公式訪問例会」
国際ロータリー第2690地区
ガバナー 末長 範彦 様

ガバナー随行者 稲荷 泰瑛 様



内 部 卓 話
「米山奨学生カウンセラーを経験して」 　　堀　川　辰　也　会員
　平成29年4月から平成30年3月まで、王珮珣さんのカウンセラーを一年間引き受けましたが、
王さんは大学院の受験のため、月1回の例会出席は何とかできましたが、夜間例会に1回出席
した以外は、他の行事に参加できず、会員の皆さんとはあまり話をする機会が少なかったのが
残念に思いました。ただ夜間例会では、女性だけのテーブルで森本会員の奥様としっかり話が
できたと喜んでいました。私も例会以外では、食事に2回ほど一緒に行っただけで、他には米山
奨学生の歓送迎会で話をしただけですが、就学していた岡山商科大学の様子や進学の相談、旅行の話等を聞かせ
てもらいました。今は、一橋大学大学院に通っておられ、各授業が英語で行われるため、とても大変だと近況を聞かせ
ていただきました。
　一方、東京スカイツリー・東京タワー・ディズニーランド等に行くなど、東京での生活をしっかり楽しんでいるようです。王
さんとは、岡山にいるときから、LINEでコミュニケーションをとっていましたが、今もラインで連絡をとり、近況と写真を送っ
ていただきました。
　この時の2690地区の米山奨学生は２０数名いましたが、進学される奨学生以外のほとんど全員が、卒業後の就職
先は日本を希望されていました。残念ながら日本での就職先が決まらず、中国へ帰られる方もいましたが、皆さん日本
に来て日本を好きになってもらえたようで、米山記念奨学会の目的である日本を知っていただき、日本と自国との懸け橋
になっていただけると思いました。歓送会の時に、他のクラブのカウンセラーの方が言われていましたが、クラブの他の
会員としっかりコミュニケーションをとってもらうため、奨学生の例会出席時は、カウンセラーは隣に座らず、他の会員の
方に座っていただいたそうです。王さんは大学院受験があったため、ロータリーの行事に参加する機会が少なかったの
ですが、今後も米山奨学生を引き受けた際は、カウンセラー以外の会員とコミュニケーションがとれるようにすべきと思い
ました。
　カウンセラーを一年間務めましたが、とても良い経験になりましたので、まだカウンセラーをされていない会員の方は、
是非引き受けてみてください。
「創立30周年記念事業について」 創立30周年記念式典実行委員長　岡本　和夫  会員
◎第１回創立30周年記念式典実行委員会議事録
日時 ２０１８年９月１０日㈪１３：３０～　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルド」
１．開　会　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　　　相原　利行
２．出席者の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　相原　利行
　岡本和夫　平松　信　  小松原隆代  堀川辰也  仲田錠二  岩本一壽  入江直人  鴨井利典　
　日笠伸之　竹本千代子  末吉賢多  　野田洋市  久松哲生  川西熊雄  岡本浩三  相原利行 （以上16名）
３．挨　拶　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
４．協議事項
⑴ 役割分担と各部会の所管事項について
・岡本実行委員長より、７つの部会の責任者、副責任者については四役で協議しその案を理事役員会に諮り決
定しているとの報告があった。
・各担当案についても、それぞれの特性に照らし合わせて四役で協議したとの説明があり、委員会に諮ったとこ
ろ、異議なく承認された。

⑵ 記念事業の選定方法について
・岡本実行委員長より、四役で打ち合わせた際、会員の方に広く意見を聞いたほうが良いとの結論となり、職業奉
仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕、その他としてアンケートを実施することとしたとの報告があった。
・出席者より、「記念講演はあった方が良い、出来れば記念講演は、ロータリークラブあるいは岡山北西ロータリー
クラブ会員だけが聞くのではなくて市民の方 に々聞いていただく方が良いと思う。一般公開した方が岡山北西ロ
ータリーがやっていることがより周知され理解されると思う。」との発言があった。
・記念事業選定のアンケートに、記念講演の講師欄を追加のうえ、締切を12月末とし、クラブフォーラムを開催する
来年2月までの集計する。

⑶ その他
・岡本実行委員長より、会場は、ホテルグランヴィア岡山を2021年4月4日、18日の2日間は仮押さえをしている。また
ガバナーの予定も押さえている。なお、ガバナー補佐の予定も確認していきたい。幸い、この4月にスケジュール
がかぶる岡山のロータリークラブの式典はないことも確認したとの報告があった。
・ソングリーダーは、木本会員に依頼して、30周年限定として既に了承を戴いている。
・次回実行委員会では、総務部会の方 に々はある程度どのような方のご出席を戴くのかリストアップの準備をお願
いしたい。友好クラブの会員の方 も々把握して戴きたい。

・記念事業とは別に、式典についてはどういう形にするのか（例えば朱雀ロータリーさんは下から上に上がって挨
拶されたが）祝宴やアトラクションの進め方、料理をどうするか、また記録、記念誌をどう創りあげるか、今から考え
て準備していく必要がある。式典のことも例えばお茶席等はどうするか、県内のクラブは前列に並んでいただくと
かのイメージして提案して貰いたい。
・岡本実行委員長より、30周年ということで、海外のクラブと友好の輪を広げたく、姉妹クラブを結び海外の仲間を
作りたいと言う願望がある。今すぐ実現することではないが、県内のクラブの海外クラブとの結びつきの状況を調
査しているところであるとの発言があり、小松原会員より、県内の17クラブの内、10クラブが海外クラブと提携を結
んでいる。姉妹と友好の違いは特になく、定義はない。資料の通り、台湾が多くほかにもアメリカ、オーストラリア、
韓国はあるが香港はない。費用の予算化はほとんどないが、岡山西南ロータリクラブだけが180万を計上してい
る。むしろ、国際奉仕の中での計上となっているとの説明があった。結論として、来年2月に開催されるクラブ
フォーラムで、会員の皆さんの意見を聞くことになった。
・今回より、記録・記念誌担当の野田・久松両会員が、議事録の作成を担当することとなった。
・次回の実行委員会までに、式典担当の鴨井会員が、記念行事の出席者案や式典のイメージを提案する。また、
実行委員会で、アンケートの結果、集計、スケジュール等を作成する。
・次回の実行委員会は、来年の1月28日に開催する。
５．閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平松　　信

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　42名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　13名
出席率　76.36％　　前々回訂正　89.09％　　　　
欠席者　福元，樋口，久松，加戸，笠原，木本，小菅，森本，西山，大畑，大饗，洲脇，坪井

ゲ　ス　ト オブザーバー　藤本 英臣  様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　10月は「経済と地域社会の発展月間」「米山月間」であります。ロータリー米山記念奨学事業とは、
全国のロータリアンからの寄付金を財源として日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援す
る国際奨学事業です。事業の使命は・・・将来、日本と世界とを結ぶ「架け橋」となって国際社会で活
躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成する事です。60年にわたって受け継がれている
事業であります。
　1952年に東京ロータリークラブが発表したのは、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する奨学事業「米
山基金」の構想であった。そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、国際親善と世界平和に寄与したいとい
う、当時のロータリアンたちの強い願いでありました。
　将来の日本の生きる道は平和しかない。その平和日本を世界に理解してもらう為にはアジアの国々から一人でも多く
の留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国
際奉仕事業ではないだろうか。
　これまで累計で1万9,197人（124ヶ国）の学生に奨学金とお世話を支援されています。
　　国際奨学金　　1番　中国（6,378人）　　2番　韓国（4,354人）　　3番　台湾（3,431人）
　これからも世界平和の為、会員皆で協力してまいりましょう。
幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 10月のロータリーレートは、1 ドル=112円です。
② 10月米山月間の資料として「豆辞典」、 ロータリーの友10月号、ガバナー月信Vol.4 、歴史同好会 
「第20回記念定例会のご案内」を配付しております。
③ 9月21日㈮開催の 「月見夜間例会」には多くの会員・ご夫人の皆様にご出席いただきありがとうご
ざいました。

④ 米山記念奨学会より、竹本会長に「米山功労者第3回マルチプル」の感謝状が届いており
ますので贈呈させていただきます。

⑤ 13時30分より、3F「エメラルドの間」において「第4回理事役員会」を開催いたしますので、
理事役員の皆様はご出席ください。

⑥ 本日18時30分より、3F 「クリスタルの間」において、「ガバナー補佐訪問クラブ協議会」を開
始いたしますので、理事役員・委員長・部会長、入会1年未満会員の皆様にはご出席よろ
しくお願いいたします。

⑦ ハイライトよねやまVol.222、岡山済生会福祉施設合同広報誌「木もれ陽」、他クラブ週報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
事務局一同 : 9月21日㈮の月見夜間例会にはお招きいただきありがとうございました。
竹本会員 : 月見夜間例会では西岡親睦委員長、藤木さん、大変お世話になりとても楽しい良い会になりました。本当

にありがとうございました。
藤本様、ようこそ岡山北西ロータリークラブ例会に、オブザーバーとして参加していただきありがとうございます。
川本洋会員、先日は大変お世話になりありがとうございました。

仲田幹事 : 月見夜間例会参加の皆様、お疲れ様でした。親睦委員会西岡様、お手伝い頂いた皆様ありがとうございました。
小松原会員 : オブザーバーでご来席の藤本英臣様、ようこそお越し下さいました。当クラブ例会をごゆっくりお楽しみ下さい。
日笠（伸）会員 : 先週の月見夜間例会では、親睦活動委員会の皆様に大変お世話になりありがとうございました。
岡本（和）会員 : 月見夜間例会では、西岡親睦活動委員長をはじめ皆さんにお世話になりました。また、思わぬ賞を二

つもいただき早速院内と自宅に掲示しました。ありがとうございました。
西岡会員 : 9月21日、月見夜間例会、出席の方ありがとうございました。藤木会員お世話になりました。
氏房会員 : 月見夜間例会、楽しい時間をありがとうございました。親睦委員会の皆様、お疲れ様でした。
鈴木会員 : 月見夜間例会お疲れ様でした。雛壇にもかかわらず遅参してしまいましたのでスマイルします。
  楠  会員 : 相原さん、この度は諸々お世話になり誠にありがとうございます。

仲田さん、鈴木さん、月見夜間例会の際は、週報用の資料回収ありがとうございました。
山下会員 : 月見夜間例会では、親睦委員の皆様お世話になりました。

野球同好会、甲子園参加出来ず申し訳ありませんでした。長良川の鵜飼いを見ながら親族会をやってい
ましたのでスマイルします。

入江会員 : 甲子園の野球大会に参加の皆様、お疲れ様でした。また、応援に駆けつけて下さった大饗会員、岡本会
員、原会員ありがとうございました。とても楽しい1日でした。山田会員、お世話になりました。

平松会員 : 優良従業員表彰のご推薦をよろしくお願い申し上げます。 
高橋会員 : 年寄り4人で一組を作り、久しぶりにロータリーのゴルフコンペに参加しました。非常に甘いハンディキャップと

ティーグラウンドに助けられて、なんとか3位入賞しましたのでスマイルします。
岡村会員 : 先日のゴルフ同好会、ローカルルールを最大限受け優勝、今後もこのパターン

で参加します。
忘れていた結婚記念日、花束有難うございました。52回目となります。

藤木会員 : 9月23日花束ありがとうございました。感謝。
ハローファクトリー : 9月3日、9月10日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。
   17件 76,470円（累計 509,142円）

誕生日ショートスピーチ 　　　　　野　田　洋　市　会員
　今月の４日に60代最後の誕生日を迎えます。また25日には結婚記念日を迎えます。
結婚記念日は忘れることが多いですが、誕生日は忘れる事がありません。何故なら、一年無事
に年を重ねた事に感謝し、また自分の人生計画においてこの一年で何が出来、何が出来ず、
この後何処へ向うのか、しばし立ち止まり見つめなおす事が出来、リセット出来るからです。
　年を取れば失うことやアウトプットだけが増える訳ではなく、しっかり勉強し色 な々事を経験しインプットを増やす
ことも出来ます。サッカーでも最近はロスタイムとは言わずアディショナルタイムと言う様に、今後も前向きに生きて行
きたいと思います。

－１－

例会プログラム例会プログラム

野球同好会 野球同好会　幹事　日　笠　伸　之
第３５回 全国RC野球大会に参加して
　全国RC野球大会は、「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」と昭和５６年、阪神甲子園球場に全国の６RCが集結し
準備大会が行われ、翌年（昭和５７年）に第１回大会が開催され今年で第３５回目を迎えました。
　この度、その第３５回大会に岡山北西RC・野球同好会は初めて参加してきました。
　試合形式は当初トーナメント方式でしたが、会場費用の問題やクラブの参加費用を抑えるために、現在は出場
チームがそれぞれ１試合を行う形式に変更になっています。
　今大会の記念誌をひも解くと、過去には岡山から岡山丸の内RC、岡山旭川RC、備前RCが参加されています。
　今大会は６４クラブ（うち初参加は５クラブ）が参加し、５日間30試合が行われ、当クラブは９月17日（月・祝）の第5試
合で豊田西RCと試合を行いました。
　本大会には「前夜祭の参加をもって入場式の代わりとする」というユニークな規定があり、試合前日に行われたそ
の前夜祭に当クラブから10名が参加しました。前夜祭ではクラブ代表者によるバナー交換と、じゃけんによる先攻・後
攻を決め、その後、出場クラブは順番にステージでお国自慢をしました。ご当地の歌の披露、仮装、モノマネなど各ク
ラブが工夫を凝らし、会場は大変盛り上がりました。
　その盛り上がりのまま試合当日を迎え、いざ甲子園球場内に入るとなぜか背筋が伸びるような思いがしました。そ
れはつい先月、第１００回全国高校野球記念大会で熱戦を繰り広げていた場所だった
からかもしれません。
　ベンチに入ると緊張感は高まる一方で、ほとんど練習する時間もなくグランドに飛び出
し、礼。サイレンが鳴り、いよいよ試合が始まりました。
　対戦クラブの豊田西RCは部員数４０名弱で第２回大会にも出場した歴史あるクラブ
で、胸を借りるつもりで試合に挑みましたが、盗塁、連打と一切手を緩めてくれることなく
点を取られました。我々の見せ場はほとんどなく、山田選手のチーム初ヒットとなるセン
ターオーバーのヒット、仲田選手のレフトからホームへの好返球でのアウト、最終回の日笠
伸之選手の一矢報いるライトオーバーの２塁打などが印象に残りましたが、終わってみ
れば２－１５の惨敗でした。
　甲子園の魔物を感じることなく規定時間内（最大７５分）に試合が終わると、両クラブ
お互いの健闘を称え合って握手し、グラウンドを後にしました。
　スポーツマンシップはもちろん、試合をきっかけに対戦クラブと友好クラブを締結するな
ど、その後の親睦に発展するケースもあるようです。先人たちの野球に対する熱い想い
と、大会実現のための力添え、それに「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」の精神が脈々
と受け継がれ、多くのクラブが野球を楽しみ交流している。今後もこうした交流で、当クラ
ブ内、そしてクラブ間で様 な々活動に広がる可能性を感じた大会でした。
この度、当クラブ・野球同好会が全国大会に参加するにあたり、応援を含め多くの方々
から協賛していただきましたことに感謝申し上げます。
　前夜祭、ロッカールーム、室内ブルペン、無人のアルプススタンド、土の感触、匂い、サイ
レン、アナウンス、お風呂など生涯忘れることができません。
　これからも野球同好会一同は、当クラブの発展のために野球を通じて貢献してまいり
ます。

10 月お祝い行事
　

　



内 部 卓 話
「米山奨学生カウンセラーを経験して」 　　堀　川　辰　也　会員
　平成29年4月から平成30年3月まで、王珮珣さんのカウンセラーを一年間引き受けましたが、
王さんは大学院の受験のため、月1回の例会出席は何とかできましたが、夜間例会に1回出席
した以外は、他の行事に参加できず、会員の皆さんとはあまり話をする機会が少なかったのが
残念に思いました。ただ夜間例会では、女性だけのテーブルで森本会員の奥様としっかり話が
できたと喜んでいました。私も例会以外では、食事に2回ほど一緒に行っただけで、他には米山
奨学生の歓送迎会で話をしただけですが、就学していた岡山商科大学の様子や進学の相談、旅行の話等を聞かせ
てもらいました。今は、一橋大学大学院に通っておられ、各授業が英語で行われるため、とても大変だと近況を聞かせ
ていただきました。
　一方、東京スカイツリー・東京タワー・ディズニーランド等に行くなど、東京での生活をしっかり楽しんでいるようです。王
さんとは、岡山にいるときから、LINEでコミュニケーションをとっていましたが、今もラインで連絡をとり、近況と写真を送っ
ていただきました。
　この時の2690地区の米山奨学生は２０数名いましたが、進学される奨学生以外のほとんど全員が、卒業後の就職
先は日本を希望されていました。残念ながら日本での就職先が決まらず、中国へ帰られる方もいましたが、皆さん日本
に来て日本を好きになってもらえたようで、米山記念奨学会の目的である日本を知っていただき、日本と自国との懸け橋
になっていただけると思いました。歓送会の時に、他のクラブのカウンセラーの方が言われていましたが、クラブの他の
会員としっかりコミュニケーションをとってもらうため、奨学生の例会出席時は、カウンセラーは隣に座らず、他の会員の
方に座っていただいたそうです。王さんは大学院受験があったため、ロータリーの行事に参加する機会が少なかったの
ですが、今後も米山奨学生を引き受けた際は、カウンセラー以外の会員とコミュニケーションがとれるようにすべきと思い
ました。
　カウンセラーを一年間務めましたが、とても良い経験になりましたので、まだカウンセラーをされていない会員の方は、
是非引き受けてみてください。
「創立30周年記念事業について」 創立30周年記念式典実行委員長　岡本　和夫  会員
◎第１回創立30周年記念式典実行委員会議事録
日時 ２０１８年９月１０日㈪１３：３０～　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルド」
１．開　会　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　　　相原　利行
２．出席者の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　相原　利行
　岡本和夫　平松　信　  小松原隆代  堀川辰也  仲田錠二  岩本一壽  入江直人  鴨井利典　
　日笠伸之　竹本千代子  末吉賢多  　野田洋市  久松哲生  川西熊雄  岡本浩三  相原利行 （以上16名）
３．挨　拶　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
４．協議事項
⑴ 役割分担と各部会の所管事項について
・岡本実行委員長より、７つの部会の責任者、副責任者については四役で協議しその案を理事役員会に諮り決
定しているとの報告があった。
・各担当案についても、それぞれの特性に照らし合わせて四役で協議したとの説明があり、委員会に諮ったとこ
ろ、異議なく承認された。

⑵ 記念事業の選定方法について
・岡本実行委員長より、四役で打ち合わせた際、会員の方に広く意見を聞いたほうが良いとの結論となり、職業奉
仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕、その他としてアンケートを実施することとしたとの報告があった。
・出席者より、「記念講演はあった方が良い、出来れば記念講演は、ロータリークラブあるいは岡山北西ロータリー
クラブ会員だけが聞くのではなくて市民の方 に々聞いていただく方が良いと思う。一般公開した方が岡山北西ロ
ータリーがやっていることがより周知され理解されると思う。」との発言があった。
・記念事業選定のアンケートに、記念講演の講師欄を追加のうえ、締切を12月末とし、クラブフォーラムを開催する
来年2月までの集計する。

⑶ その他
・岡本実行委員長より、会場は、ホテルグランヴィア岡山を2021年4月4日、18日の2日間は仮押さえをしている。また
ガバナーの予定も押さえている。なお、ガバナー補佐の予定も確認していきたい。幸い、この4月にスケジュール
がかぶる岡山のロータリークラブの式典はないことも確認したとの報告があった。
・ソングリーダーは、木本会員に依頼して、30周年限定として既に了承を戴いている。
・次回実行委員会では、総務部会の方 に々はある程度どのような方のご出席を戴くのかリストアップの準備をお願
いしたい。友好クラブの会員の方 も々把握して戴きたい。

・記念事業とは別に、式典についてはどういう形にするのか（例えば朱雀ロータリーさんは下から上に上がって挨
拶されたが）祝宴やアトラクションの進め方、料理をどうするか、また記録、記念誌をどう創りあげるか、今から考え
て準備していく必要がある。式典のことも例えばお茶席等はどうするか、県内のクラブは前列に並んでいただくと
かのイメージして提案して貰いたい。
・岡本実行委員長より、30周年ということで、海外のクラブと友好の輪を広げたく、姉妹クラブを結び海外の仲間を
作りたいと言う願望がある。今すぐ実現することではないが、県内のクラブの海外クラブとの結びつきの状況を調
査しているところであるとの発言があり、小松原会員より、県内の17クラブの内、10クラブが海外クラブと提携を結
んでいる。姉妹と友好の違いは特になく、定義はない。資料の通り、台湾が多くほかにもアメリカ、オーストラリア、
韓国はあるが香港はない。費用の予算化はほとんどないが、岡山西南ロータリクラブだけが180万を計上してい
る。むしろ、国際奉仕の中での計上となっているとの説明があった。結論として、来年2月に開催されるクラブ
フォーラムで、会員の皆さんの意見を聞くことになった。
・今回より、記録・記念誌担当の野田・久松両会員が、議事録の作成を担当することとなった。
・次回の実行委員会までに、式典担当の鴨井会員が、記念行事の出席者案や式典のイメージを提案する。また、
実行委員会で、アンケートの結果、集計、スケジュール等を作成する。
・次回の実行委員会は、来年の1月28日に開催する。
５．閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平松　　信

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　42名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　13名
出席率　76.36％　　前々回訂正　89.09％　　　　
欠席者　福元，樋口，久松，加戸，笠原，木本，小菅，森本，西山，大畑，大饗，洲脇，坪井

ゲ　ス　ト オブザーバー　藤本 英臣  様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　10月は「経済と地域社会の発展月間」「米山月間」であります。ロータリー米山記念奨学事業とは、
全国のロータリアンからの寄付金を財源として日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援す
る国際奨学事業です。事業の使命は・・・将来、日本と世界とを結ぶ「架け橋」となって国際社会で活
躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成する事です。60年にわたって受け継がれている
事業であります。
　1952年に東京ロータリークラブが発表したのは、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する奨学事業「米
山基金」の構想であった。そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、国際親善と世界平和に寄与したいとい
う、当時のロータリアンたちの強い願いでありました。
　将来の日本の生きる道は平和しかない。その平和日本を世界に理解してもらう為にはアジアの国々から一人でも多く
の留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国
際奉仕事業ではないだろうか。
　これまで累計で1万9,197人（124ヶ国）の学生に奨学金とお世話を支援されています。
　　国際奨学金　　1番　中国（6,378人）　　2番　韓国（4,354人）　　3番　台湾（3,431人）
　これからも世界平和の為、会員皆で協力してまいりましょう。
幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 10月のロータリーレートは、1 ドル=112円です。
② 10月米山月間の資料として「豆辞典」、 ロータリーの友10月号、ガバナー月信Vol.4 、歴史同好会 
「第20回記念定例会のご案内」を配付しております。
③ 9月21日㈮開催の 「月見夜間例会」には多くの会員・ご夫人の皆様にご出席いただきありがとうご
ざいました。

④ 米山記念奨学会より、竹本会長に「米山功労者第3回マルチプル」の感謝状が届いており
ますので贈呈させていただきます。

⑤ 13時30分より、3F「エメラルドの間」において「第4回理事役員会」を開催いたしますので、
理事役員の皆様はご出席ください。

⑥ 本日18時30分より、3F 「クリスタルの間」において、「ガバナー補佐訪問クラブ協議会」を開
始いたしますので、理事役員・委員長・部会長、入会1年未満会員の皆様にはご出席よろ
しくお願いいたします。

⑦ ハイライトよねやまVol.222、岡山済生会福祉施設合同広報誌「木もれ陽」、他クラブ週報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
事務局一同 : 9月21日㈮の月見夜間例会にはお招きいただきありがとうございました。
竹本会員 : 月見夜間例会では西岡親睦委員長、藤木さん、大変お世話になりとても楽しい良い会になりました。本当

にありがとうございました。
藤本様、ようこそ岡山北西ロータリークラブ例会に、オブザーバーとして参加していただきありがとうございます。
川本洋会員、先日は大変お世話になりありがとうございました。

仲田幹事 : 月見夜間例会参加の皆様、お疲れ様でした。親睦委員会西岡様、お手伝い頂いた皆様ありがとうございました。
小松原会員 : オブザーバーでご来席の藤本英臣様、ようこそお越し下さいました。当クラブ例会をごゆっくりお楽しみ下さい。
日笠（伸）会員 : 先週の月見夜間例会では、親睦活動委員会の皆様に大変お世話になりありがとうございました。
岡本（和）会員 : 月見夜間例会では、西岡親睦活動委員長をはじめ皆さんにお世話になりました。また、思わぬ賞を二

つもいただき早速院内と自宅に掲示しました。ありがとうございました。
西岡会員 : 9月21日、月見夜間例会、出席の方ありがとうございました。藤木会員お世話になりました。
氏房会員 : 月見夜間例会、楽しい時間をありがとうございました。親睦委員会の皆様、お疲れ様でした。
鈴木会員 : 月見夜間例会お疲れ様でした。雛壇にもかかわらず遅参してしまいましたのでスマイルします。
  楠  会員 : 相原さん、この度は諸々お世話になり誠にありがとうございます。

仲田さん、鈴木さん、月見夜間例会の際は、週報用の資料回収ありがとうございました。
山下会員 : 月見夜間例会では、親睦委員の皆様お世話になりました。

野球同好会、甲子園参加出来ず申し訳ありませんでした。長良川の鵜飼いを見ながら親族会をやってい
ましたのでスマイルします。

入江会員 : 甲子園の野球大会に参加の皆様、お疲れ様でした。また、応援に駆けつけて下さった大饗会員、岡本会
員、原会員ありがとうございました。とても楽しい1日でした。山田会員、お世話になりました。

平松会員 : 優良従業員表彰のご推薦をよろしくお願い申し上げます。 
高橋会員 : 年寄り4人で一組を作り、久しぶりにロータリーのゴルフコンペに参加しました。非常に甘いハンディキャップと

ティーグラウンドに助けられて、なんとか3位入賞しましたのでスマイルします。
岡村会員 : 先日のゴルフ同好会、ローカルルールを最大限受け優勝、今後もこのパターン

で参加します。
忘れていた結婚記念日、花束有難うございました。52回目となります。

藤木会員 : 9月23日花束ありがとうございました。感謝。
ハローファクトリー : 9月3日、9月10日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。
   17件 76,470円（累計 509,142円）

誕生日ショートスピーチ 　　　　　野　田　洋　市　会員
　今月の４日に60代最後の誕生日を迎えます。また25日には結婚記念日を迎えます。
結婚記念日は忘れることが多いですが、誕生日は忘れる事がありません。何故なら、一年無事
に年を重ねた事に感謝し、また自分の人生計画においてこの一年で何が出来、何が出来ず、
この後何処へ向うのか、しばし立ち止まり見つめなおす事が出来、リセット出来るからです。
　年を取れば失うことやアウトプットだけが増える訳ではなく、しっかり勉強し色 な々事を経験しインプットを増やす
ことも出来ます。サッカーでも最近はロスタイムとは言わずアディショナルタイムと言う様に、今後も前向きに生きて行
きたいと思います。

－２－

前回10月１日の例会記録前回10月１日の例会記録

野球同好会 野球同好会　幹事　日　笠　伸　之
第３５回 全国RC野球大会に参加して
　全国RC野球大会は、「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」と昭和５６年、阪神甲子園球場に全国の６RCが集結し
準備大会が行われ、翌年（昭和５７年）に第１回大会が開催され今年で第３５回目を迎えました。
　この度、その第３５回大会に岡山北西RC・野球同好会は初めて参加してきました。
　試合形式は当初トーナメント方式でしたが、会場費用の問題やクラブの参加費用を抑えるために、現在は出場
チームがそれぞれ１試合を行う形式に変更になっています。
　今大会の記念誌をひも解くと、過去には岡山から岡山丸の内RC、岡山旭川RC、備前RCが参加されています。
　今大会は６４クラブ（うち初参加は５クラブ）が参加し、５日間30試合が行われ、当クラブは９月17日（月・祝）の第5試
合で豊田西RCと試合を行いました。
　本大会には「前夜祭の参加をもって入場式の代わりとする」というユニークな規定があり、試合前日に行われたそ
の前夜祭に当クラブから10名が参加しました。前夜祭ではクラブ代表者によるバナー交換と、じゃけんによる先攻・後
攻を決め、その後、出場クラブは順番にステージでお国自慢をしました。ご当地の歌の披露、仮装、モノマネなど各ク
ラブが工夫を凝らし、会場は大変盛り上がりました。
　その盛り上がりのまま試合当日を迎え、いざ甲子園球場内に入るとなぜか背筋が伸びるような思いがしました。そ
れはつい先月、第１００回全国高校野球記念大会で熱戦を繰り広げていた場所だった
からかもしれません。
　ベンチに入ると緊張感は高まる一方で、ほとんど練習する時間もなくグランドに飛び出
し、礼。サイレンが鳴り、いよいよ試合が始まりました。
　対戦クラブの豊田西RCは部員数４０名弱で第２回大会にも出場した歴史あるクラブ
で、胸を借りるつもりで試合に挑みましたが、盗塁、連打と一切手を緩めてくれることなく
点を取られました。我々の見せ場はほとんどなく、山田選手のチーム初ヒットとなるセン
ターオーバーのヒット、仲田選手のレフトからホームへの好返球でのアウト、最終回の日笠
伸之選手の一矢報いるライトオーバーの２塁打などが印象に残りましたが、終わってみ
れば２－１５の惨敗でした。
　甲子園の魔物を感じることなく規定時間内（最大７５分）に試合が終わると、両クラブ
お互いの健闘を称え合って握手し、グラウンドを後にしました。
　スポーツマンシップはもちろん、試合をきっかけに対戦クラブと友好クラブを締結するな
ど、その後の親睦に発展するケースもあるようです。先人たちの野球に対する熱い想い
と、大会実現のための力添え、それに「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」の精神が脈々
と受け継がれ、多くのクラブが野球を楽しみ交流している。今後もこうした交流で、当クラ
ブ内、そしてクラブ間で様 な々活動に広がる可能性を感じた大会でした。
この度、当クラブ・野球同好会が全国大会に参加するにあたり、応援を含め多くの方々
から協賛していただきましたことに感謝申し上げます。
　前夜祭、ロッカールーム、室内ブルペン、無人のアルプススタンド、土の感触、匂い、サイ
レン、アナウンス、お風呂など生涯忘れることができません。
　これからも野球同好会一同は、当クラブの発展のために野球を通じて貢献してまいり
ます。

10 月お祝い行事
　

　



内 部 卓 話
「米山奨学生カウンセラーを経験して」 　　堀　川　辰　也　会員
　平成29年4月から平成30年3月まで、王珮珣さんのカウンセラーを一年間引き受けましたが、
王さんは大学院の受験のため、月1回の例会出席は何とかできましたが、夜間例会に1回出席
した以外は、他の行事に参加できず、会員の皆さんとはあまり話をする機会が少なかったのが
残念に思いました。ただ夜間例会では、女性だけのテーブルで森本会員の奥様としっかり話が
できたと喜んでいました。私も例会以外では、食事に2回ほど一緒に行っただけで、他には米山
奨学生の歓送迎会で話をしただけですが、就学していた岡山商科大学の様子や進学の相談、旅行の話等を聞かせ
てもらいました。今は、一橋大学大学院に通っておられ、各授業が英語で行われるため、とても大変だと近況を聞かせ
ていただきました。
　一方、東京スカイツリー・東京タワー・ディズニーランド等に行くなど、東京での生活をしっかり楽しんでいるようです。王
さんとは、岡山にいるときから、LINEでコミュニケーションをとっていましたが、今もラインで連絡をとり、近況と写真を送っ
ていただきました。
　この時の2690地区の米山奨学生は２０数名いましたが、進学される奨学生以外のほとんど全員が、卒業後の就職
先は日本を希望されていました。残念ながら日本での就職先が決まらず、中国へ帰られる方もいましたが、皆さん日本
に来て日本を好きになってもらえたようで、米山記念奨学会の目的である日本を知っていただき、日本と自国との懸け橋
になっていただけると思いました。歓送会の時に、他のクラブのカウンセラーの方が言われていましたが、クラブの他の
会員としっかりコミュニケーションをとってもらうため、奨学生の例会出席時は、カウンセラーは隣に座らず、他の会員の
方に座っていただいたそうです。王さんは大学院受験があったため、ロータリーの行事に参加する機会が少なかったの
ですが、今後も米山奨学生を引き受けた際は、カウンセラー以外の会員とコミュニケーションがとれるようにすべきと思い
ました。
　カウンセラーを一年間務めましたが、とても良い経験になりましたので、まだカウンセラーをされていない会員の方は、
是非引き受けてみてください。
「創立30周年記念事業について」 創立30周年記念式典実行委員長　岡本　和夫  会員
◎第１回創立30周年記念式典実行委員会議事録
日時 ２０１８年９月１０日㈪１３：３０～　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルド」
１．開　会　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　　　相原　利行
２．出席者の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　相原　利行
　岡本和夫　平松　信　  小松原隆代  堀川辰也  仲田錠二  岩本一壽  入江直人  鴨井利典　
　日笠伸之　竹本千代子  末吉賢多  　野田洋市  久松哲生  川西熊雄  岡本浩三  相原利行 （以上16名）
３．挨　拶　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　岡本　和夫
４．協議事項
⑴ 役割分担と各部会の所管事項について
・岡本実行委員長より、７つの部会の責任者、副責任者については四役で協議しその案を理事役員会に諮り決
定しているとの報告があった。
・各担当案についても、それぞれの特性に照らし合わせて四役で協議したとの説明があり、委員会に諮ったとこ
ろ、異議なく承認された。

⑵ 記念事業の選定方法について
・岡本実行委員長より、四役で打ち合わせた際、会員の方に広く意見を聞いたほうが良いとの結論となり、職業奉
仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕、その他としてアンケートを実施することとしたとの報告があった。
・出席者より、「記念講演はあった方が良い、出来れば記念講演は、ロータリークラブあるいは岡山北西ロータリー
クラブ会員だけが聞くのではなくて市民の方 に々聞いていただく方が良いと思う。一般公開した方が岡山北西ロ
ータリーがやっていることがより周知され理解されると思う。」との発言があった。
・記念事業選定のアンケートに、記念講演の講師欄を追加のうえ、締切を12月末とし、クラブフォーラムを開催する
来年2月までの集計する。

⑶ その他
・岡本実行委員長より、会場は、ホテルグランヴィア岡山を2021年4月4日、18日の2日間は仮押さえをしている。また
ガバナーの予定も押さえている。なお、ガバナー補佐の予定も確認していきたい。幸い、この4月にスケジュール
がかぶる岡山のロータリークラブの式典はないことも確認したとの報告があった。
・ソングリーダーは、木本会員に依頼して、30周年限定として既に了承を戴いている。
・次回実行委員会では、総務部会の方 に々はある程度どのような方のご出席を戴くのかリストアップの準備をお願
いしたい。友好クラブの会員の方 も々把握して戴きたい。

・記念事業とは別に、式典についてはどういう形にするのか（例えば朱雀ロータリーさんは下から上に上がって挨
拶されたが）祝宴やアトラクションの進め方、料理をどうするか、また記録、記念誌をどう創りあげるか、今から考え
て準備していく必要がある。式典のことも例えばお茶席等はどうするか、県内のクラブは前列に並んでいただくと
かのイメージして提案して貰いたい。
・岡本実行委員長より、30周年ということで、海外のクラブと友好の輪を広げたく、姉妹クラブを結び海外の仲間を
作りたいと言う願望がある。今すぐ実現することではないが、県内のクラブの海外クラブとの結びつきの状況を調
査しているところであるとの発言があり、小松原会員より、県内の17クラブの内、10クラブが海外クラブと提携を結
んでいる。姉妹と友好の違いは特になく、定義はない。資料の通り、台湾が多くほかにもアメリカ、オーストラリア、
韓国はあるが香港はない。費用の予算化はほとんどないが、岡山西南ロータリクラブだけが180万を計上してい
る。むしろ、国際奉仕の中での計上となっているとの説明があった。結論として、来年2月に開催されるクラブ
フォーラムで、会員の皆さんの意見を聞くことになった。
・今回より、記録・記念誌担当の野田・久松両会員が、議事録の作成を担当することとなった。
・次回の実行委員会までに、式典担当の鴨井会員が、記念行事の出席者案や式典のイメージを提案する。また、
実行委員会で、アンケートの結果、集計、スケジュール等を作成する。
・次回の実行委員会は、来年の1月28日に開催する。
５．閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平松　　信

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　42名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　13名
出席率　76.36％　　前々回訂正　89.09％　　　　
欠席者　福元，樋口，久松，加戸，笠原，木本，小菅，森本，西山，大畑，大饗，洲脇，坪井

ゲ　ス　ト オブザーバー　藤本 英臣  様
会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　10月は「経済と地域社会の発展月間」「米山月間」であります。ロータリー米山記念奨学事業とは、
全国のロータリアンからの寄付金を財源として日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援す
る国際奨学事業です。事業の使命は・・・将来、日本と世界とを結ぶ「架け橋」となって国際社会で活
躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人材を育成する事です。60年にわたって受け継がれている
事業であります。
　1952年に東京ロータリークラブが発表したのは、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援する奨学事業「米
山基金」の構想であった。そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、国際親善と世界平和に寄与したいとい
う、当時のロータリアンたちの強い願いでありました。
　将来の日本の生きる道は平和しかない。その平和日本を世界に理解してもらう為にはアジアの国々から一人でも多く
の留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国
際奉仕事業ではないだろうか。
　これまで累計で1万9,197人（124ヶ国）の学生に奨学金とお世話を支援されています。
　　国際奨学金　　1番　中国（6,378人）　　2番　韓国（4,354人）　　3番　台湾（3,431人）
　これからも世界平和の為、会員皆で協力してまいりましょう。
幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 10月のロータリーレートは、1 ドル=112円です。
② 10月米山月間の資料として「豆辞典」、 ロータリーの友10月号、ガバナー月信Vol.4 、歴史同好会 
「第20回記念定例会のご案内」を配付しております。
③ 9月21日㈮開催の 「月見夜間例会」には多くの会員・ご夫人の皆様にご出席いただきありがとうご
ざいました。

④ 米山記念奨学会より、竹本会長に「米山功労者第3回マルチプル」の感謝状が届いており
ますので贈呈させていただきます。

⑤ 13時30分より、3F「エメラルドの間」において「第4回理事役員会」を開催いたしますので、
理事役員の皆様はご出席ください。

⑥ 本日18時30分より、3F 「クリスタルの間」において、「ガバナー補佐訪問クラブ協議会」を開
始いたしますので、理事役員・委員長・部会長、入会1年未満会員の皆様にはご出席よろ
しくお願いいたします。

⑦ ハイライトよねやまVol.222、岡山済生会福祉施設合同広報誌「木もれ陽」、他クラブ週報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
事務局一同 : 9月21日㈮の月見夜間例会にはお招きいただきありがとうございました。
竹本会員 : 月見夜間例会では西岡親睦委員長、藤木さん、大変お世話になりとても楽しい良い会になりました。本当

にありがとうございました。
藤本様、ようこそ岡山北西ロータリークラブ例会に、オブザーバーとして参加していただきありがとうございます。
川本洋会員、先日は大変お世話になりありがとうございました。

仲田幹事 : 月見夜間例会参加の皆様、お疲れ様でした。親睦委員会西岡様、お手伝い頂いた皆様ありがとうございました。
小松原会員 : オブザーバーでご来席の藤本英臣様、ようこそお越し下さいました。当クラブ例会をごゆっくりお楽しみ下さい。
日笠（伸）会員 : 先週の月見夜間例会では、親睦活動委員会の皆様に大変お世話になりありがとうございました。
岡本（和）会員 : 月見夜間例会では、西岡親睦活動委員長をはじめ皆さんにお世話になりました。また、思わぬ賞を二

つもいただき早速院内と自宅に掲示しました。ありがとうございました。
西岡会員 : 9月21日、月見夜間例会、出席の方ありがとうございました。藤木会員お世話になりました。
氏房会員 : 月見夜間例会、楽しい時間をありがとうございました。親睦委員会の皆様、お疲れ様でした。
鈴木会員 : 月見夜間例会お疲れ様でした。雛壇にもかかわらず遅参してしまいましたのでスマイルします。
  楠  会員 : 相原さん、この度は諸々お世話になり誠にありがとうございます。

仲田さん、鈴木さん、月見夜間例会の際は、週報用の資料回収ありがとうございました。
山下会員 : 月見夜間例会では、親睦委員の皆様お世話になりました。

野球同好会、甲子園参加出来ず申し訳ありませんでした。長良川の鵜飼いを見ながら親族会をやってい
ましたのでスマイルします。

入江会員 : 甲子園の野球大会に参加の皆様、お疲れ様でした。また、応援に駆けつけて下さった大饗会員、岡本会
員、原会員ありがとうございました。とても楽しい1日でした。山田会員、お世話になりました。

平松会員 : 優良従業員表彰のご推薦をよろしくお願い申し上げます。 
高橋会員 : 年寄り4人で一組を作り、久しぶりにロータリーのゴルフコンペに参加しました。非常に甘いハンディキャップと

ティーグラウンドに助けられて、なんとか3位入賞しましたのでスマイルします。
岡村会員 : 先日のゴルフ同好会、ローカルルールを最大限受け優勝、今後もこのパターン

で参加します。
忘れていた結婚記念日、花束有難うございました。52回目となります。

藤木会員 : 9月23日花束ありがとうございました。感謝。
ハローファクトリー : 9月3日、9月10日の売上の一部よりスマイルを頂戴しております。
   17件 76,470円（累計 509,142円）

誕生日ショートスピーチ 　　　　　野　田　洋　市　会員
　今月の４日に60代最後の誕生日を迎えます。また25日には結婚記念日を迎えます。
結婚記念日は忘れることが多いですが、誕生日は忘れる事がありません。何故なら、一年無事
に年を重ねた事に感謝し、また自分の人生計画においてこの一年で何が出来、何が出来ず、
この後何処へ向うのか、しばし立ち止まり見つめなおす事が出来、リセット出来るからです。
　年を取れば失うことやアウトプットだけが増える訳ではなく、しっかり勉強し色 な々事を経験しインプットを増やす
ことも出来ます。サッカーでも最近はロスタイムとは言わずアディショナルタイムと言う様に、今後も前向きに生きて行
きたいと思います。

－３－

本日のメニュー（10月15日（ミリオンメニュー））　
根菜カレー　　　ミニサラダ　　　デザート

次回のメニュー（10月22日）　
煮　物　秋刀魚の煮付け　焼豆腐　大根　紅葉人参　絹さや　生姜
小　鉢　瀬戸内産蛸の南蛮漬け　セルフィーユ
造　り　二種盛り　妻一式　県産昔醤油　
温　物　茶碗蒸し　銀餡掛け　振り柚子
御　飯　白御飯（岡山県産こしひかり）
赤出汁　干しずいき　刻み葱　若芽　粉山椒　　　香物　三種盛り　　

　　会報部会／楠　慎平・山田喜広・原　全伸

野球同好会 野球同好会　幹事　日　笠　伸　之
第３５回 全国RC野球大会に参加して
　全国RC野球大会は、「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」と昭和５６年、阪神甲子園球場に全国の６RCが集結し
準備大会が行われ、翌年（昭和５７年）に第１回大会が開催され今年で第３５回目を迎えました。
　この度、その第３５回大会に岡山北西RC・野球同好会は初めて参加してきました。
　試合形式は当初トーナメント方式でしたが、会場費用の問題やクラブの参加費用を抑えるために、現在は出場
チームがそれぞれ１試合を行う形式に変更になっています。
　今大会の記念誌をひも解くと、過去には岡山から岡山丸の内RC、岡山旭川RC、備前RCが参加されています。
　今大会は６４クラブ（うち初参加は５クラブ）が参加し、５日間30試合が行われ、当クラブは９月17日（月・祝）の第5試
合で豊田西RCと試合を行いました。
　本大会には「前夜祭の参加をもって入場式の代わりとする」というユニークな規定があり、試合前日に行われたそ
の前夜祭に当クラブから10名が参加しました。前夜祭ではクラブ代表者によるバナー交換と、じゃけんによる先攻・後
攻を決め、その後、出場クラブは順番にステージでお国自慢をしました。ご当地の歌の披露、仮装、モノマネなど各ク
ラブが工夫を凝らし、会場は大変盛り上がりました。
　その盛り上がりのまま試合当日を迎え、いざ甲子園球場内に入るとなぜか背筋が伸びるような思いがしました。そ
れはつい先月、第１００回全国高校野球記念大会で熱戦を繰り広げていた場所だった
からかもしれません。
　ベンチに入ると緊張感は高まる一方で、ほとんど練習する時間もなくグランドに飛び出
し、礼。サイレンが鳴り、いよいよ試合が始まりました。
　対戦クラブの豊田西RCは部員数４０名弱で第２回大会にも出場した歴史あるクラブ
で、胸を借りるつもりで試合に挑みましたが、盗塁、連打と一切手を緩めてくれることなく
点を取られました。我々の見せ場はほとんどなく、山田選手のチーム初ヒットとなるセン
ターオーバーのヒット、仲田選手のレフトからホームへの好返球でのアウト、最終回の日笠
伸之選手の一矢報いるライトオーバーの２塁打などが印象に残りましたが、終わってみ
れば２－１５の惨敗でした。
　甲子園の魔物を感じることなく規定時間内（最大７５分）に試合が終わると、両クラブ
お互いの健闘を称え合って握手し、グラウンドを後にしました。
　スポーツマンシップはもちろん、試合をきっかけに対戦クラブと友好クラブを締結するな
ど、その後の親睦に発展するケースもあるようです。先人たちの野球に対する熱い想い
と、大会実現のための力添え、それに「野球を通じて親睦の輪を拡げよう」の精神が脈々
と受け継がれ、多くのクラブが野球を楽しみ交流している。今後もこうした交流で、当クラ
ブ内、そしてクラブ間で様 な々活動に広がる可能性を感じた大会でした。
この度、当クラブ・野球同好会が全国大会に参加するにあたり、応援を含め多くの方々
から協賛していただきましたことに感謝申し上げます。
　前夜祭、ロッカールーム、室内ブルペン、無人のアルプススタンド、土の感触、匂い、サイ
レン、アナウンス、お風呂など生涯忘れることができません。
　これからも野球同好会一同は、当クラブの発展のために野球を通じて貢献してまいり
ます。

10 月お祝い行事
　

　

前回メニュー（10月1日） ： 
丼　ピーチポークの燻製仕立て

例会情報 例会情報 例会情報 例会情報 


